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はじめに ～計画策定の背景と目的～  

本市には大小様々な公園が 166 箇所存在しています。これらの公園は子どもたちの遊び場とし
て、また、地域住民の憩いの場として利用されていますが、市民一人当たりの都市公園面積は 1.14
㎡/人（令和 3 年 4 月時点）となっており、大阪府全体が 5.3 ㎡/人であるのに対して少ない状況
となっています。さらに、遊具をはじめとした施設の老朽化が進むなど、多くの課題を抱えてい
ます。このような中で、門真市第６次総合計画に示すまちの将来像「人情味あふれる！笑いのた
えないまち門真」を目指す中で、子育てしながら暮らしやすく、子どもを中心にみんながつなが
る地域づくりに公園が役立つことが期待されています。 

このことから、地域の特性に応じた役割や機能を持たせ、個々の公園の違いを明確にするとと
もに、リニューアルによる利活用の促進、機能や施設の特化・分担や再編統合による管理コスト
の低減を図り、限りある財源でさらなる市民の憩いの場・賑わいの場となる公園づくりを行政と
様々な主体の協働により進めるため、本計画を策定します。 

 

 

 

  

「門真市パークイノベーション計画」とは？ 

「イノベーション」には「革新」などの意味があります。「門真市パークイノベーシ
ョン」には、新たな視点で公園を捉えなおし、そのあり方を打ち出していくという思い
を込めています。 

これまで以上に市民の皆さんにとって使いやすい公園にするとともに、ボール遊びな
ど子どもたちがのびのびと遊べる公園、移動販売車やマルシェで賑わう公園、若者が自
由に表現できる公園など、これまで本市の公園ではあまりみられなかったような新しい
ことができる、そんな公園づくりを目指しています。 
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■計画の位置付け  
本計画は、「門真市みどりの基本計画（令和２年３月改定）」において「公園の適正配置の検討」

「地域ニーズに応じた公園のリニューアル」を施策の一つとして位置付けており、これに即して
策定するものです。また、「門真市第６次総合計画」「門真市都市計画マスタープラン」などの上
位・関連計画との整合を図りながら策定しています。 

 

 

図 1 計画の位置付け 

 

■計画の対象  
本市が管理する全 166 公園を対象とし、今後の公園整備や利活用に関する方針や具体方策など

について示します。 
  

門真市第６次総合計画 

門真市都市計画 
マスタープラン 

門真市みどりの基本計画 

門真市パークイノベーション計画 

門真市公園施設 
長寿命化計画 

門真市公共施設等 
総合管理計画 

即す 

適合 

適合 

即す 整合 

即す 

整合 即す 

即す 
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■計画策定の進め方  
本計画の策定にあたっては、全公園を対象とした利用実態調査などの現況調査のほか、利用者

である市民の皆さんのご意見を取り入れるため、市民アンケートや市民ワークショップなどを通
じて、市民ニーズを把握しました。また、今後の公園利活用の可能性を探るための社会実験を実
施し、その結果を計画へ反映させています。さらに、計画の策定過程において有識者による審議
会を開催し、内容や進め方等についてご審議いただき、計画の充実を図りながら検討を進めまし
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 計画策定の進め方 

1 門真市の公園の現状 

(1)公園をとりまく門真市の概況 

(2)公園の整備状況 

(3)公園の施設状況 

(4)公園の利用状況 

(5)その他の関連する事項 

2 公園にかかわる市民ニーズ 

(1)市民ワークショップの実施 

(2)社会実験の実施  

(3)市民アンケート・こどもアン

ケートの実施 

3 門真市の公園の課題とニーズ 

4 基本目標・基本方針 

利用実態調査 

市民アンケート 

こどもアンケート 

門真市パークイノベーション 

計画審議会（全５回） 

市民ワークショップ 

第 1 回「みんなが憩える、魅力あふれる 

門真市の公園とは？」 

第 2 回「わがまちの公園はどんな公園？」 

第 3 回「わがまちの公園を考えよう」 

第 4 回「みんなが憩える、魅力あふれる 

公園を目指して！」 

5 基本計画 

社会実験 

東小学校出前授業 

子どもＬＯＢＢＹキャリア教育イベント 

かどまパークキッズチャレンジ 

6 具体方策 

7 計画の見直しについて 

はじめに 
～計画策定の背景と目的～ 



 

4 

1 門真市の公園の現状  

 
（１）公園をとりまく門真市の概況 

 
①門真市の概況 
・本市は大阪府の北東部に位置し、東西約 4.9km、南北約 4.3km、大きな起伏がなく自転車な

どでも移動しやすい平坦な地形となっています。 
・大阪の都心部から 10km 以内に位置し、京

阪電鉄、大阪モノレール及び大阪メトロが
乗り入れるとともに、国道 163 号、大阪中
央環状線、近畿自動車道、第二京阪道路など
の幹線道路網が形成されるなど、交通環境
に優れており、産業の発展や交通利便性の
高い住環境を支えています。 

・市域の中央に流れる古川をはじめ、市内には
多くの水路があり、市街地が広がる本市に
おいて貴重な自然的要素として存在してい
ます。 

・大阪市、守口市、寝屋川市及び大東市と隣接
しており、近隣には淀川河川公園や深北緑
地、鶴見緑地などの大きな公園緑地が存在
しています。 

 
 
②門真市の現状と課題（門真市第６次総合計画より） 
・日本全国で人口減少時代へ突入する中、本市も減少しており、今後も減少傾向が続く見込み

となっています。 
・特に、近年では 0～9 歳の子どもと 20～44 歳の親世代の転出が多く、結婚や出産などといっ

たライフステージが想定される年代で転出超過が顕著に表れています。 
・これらの年代は、子どもの遊びを中心として公園の主要な利用者層となる年代です。 
・このような現状において、子育て世代の定住を促進し、バランスの取れた年齢構成を実現し

ていく必要があります。  

図 3 本市の位置 
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③人口特性 
・本市の人口は、平成 7（2005）年の約 14.1 万人をピークに、減少傾向となっています。 
・年齢層ごとの人口分布をみると、年少人口の割合が高いエリア、高齢者人口の割合が高いエ

リアがあります。 
 

  
 

 

図 4 人口特性（令和 3 年 3 月時点） 

 
④土地利用 
・昭和 40 年代から 50 年代にかけて産業が急激に発展する中で、農地の宅地化・工業地化に伴

い多くの公園が整備されてきました。 
・密集市街地や住宅や工場が混在する地域の中に小さな公園が多数存在しています。 
・京阪沿線を中心に商業施設や事業所が多く存在しています。 
・近年では農地の宅地化がさらに進行しています。 

 

＜門真市の概況のまとめ＞ 
・平坦で移動しやすい地形的特徴があります。 
・急激な産業発展と宅地化に伴い多くの小さな公園が整備されてきました。 
・人口分布はエリアごとに特性があり、今後も変化していく予測となっています。 

人口密度 

年少人口の割合が高い地区 高齢者人口の割合が高い地区 
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コラム：「門真市の公園の成り立ちと移り変わり」 
現在の門真市は、大阪のベッドタウンとして人口密度が高い市街地が広がっていますが、戦

後間もない昭和 20 年～25 年ごろの航空写真を見ると、現在の市役所周辺や京阪沿線には、ま
だ多くの農地が広がっているのが分かります。（図 A）そして高度経済成長期の昭和 50 年頃の
同じ場所の写真（図 B）を見ると、20 年あまりの間にほとんどの農地は住宅や工場に変わっ 
ています。本市は昭和 40
年代に人口増加率が全国
1 位となるほど、急激に人
口が増加しました。そし
て、人口増加や宅地開発に
合わせて公園も急速に整
備され、昭和 61 年には
100 箇所を超えるように
なりました。（図 C） 

今、この頃に整備され、
子どもたちの遊び場とし
て親しまれた多くの公園
が老朽化し、主な利用者も
子どもから高齢者へと移
り変わるなど、様々な面で
見直しの時期を迎えてい
ます。 

 
 

市役所 

月出町 

堂山町 

垣内町 

御堂町 

公園 

図 A：1945 年～1950 年（昭和 20 年～25 年） 

図 B：1974 年～1978 年（昭和 49 年～53 年） 

市役所 

月出町 

堂山町 

垣内町 

御堂町 

航空写真の出典：出典：国土地理
院ウェブサイト
（https://mapps.gsi.go.jp/mapli
bSearch.do#1 

図 C：本市の人口と公園の整備数の推移 

（年） 

（人） 

（年） 

松下電器（当時) 

T9   T14  S5  S10  S15  S20  S25  S30  S35  S40  S45  S50  S55  S60  H2   H7  H12  H17  H22  
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⑤まちづくりの方向性と公園が果たす役割 
・転出超過が顕著な年代は、子どもの遊びを中心とした公園の主要な利用者層です。 
・これらの年代の市民の皆さんにとって、魅力的で住みやすいまちにしていくために、また、

どの世代の方々にとっても、今後も住み続けたいと思ってもらえるまちにしていくために、
公園が門真市第６次総合計画に定められたまちづくりの方向性の実現に向けた様々な役割を
果たす必要があると考えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 まちづくりの方向性（門真市第６次総合計画より） 

 
・これらのまちづくりの方向性の実現に向けて、主要駅周辺では賑わい創出のためまちづくり

に関する大きなプロジェクトが進められています（P25 参照）。これと同時に、市民の皆さん
にとって身近な憩いの場となり、楽しめる場所となるように、下図のイメージのような役割
を公園が果たす必要があると考えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 公園が果たす役割のイメージ  

子ども・子育てへの投資 
出産・子育てがしやすい環境づくり 

子どもがたくましく育つよう応援 
快適な住まい環境 
安全・安心で便利で 

快適に暮らせる環境づくり 

健康づくり 
みんなが健康長寿で 
いられる環境づくり 

職住近接 
働きながら、子育てしながら 
誰もが活躍できる環境づくり 

地域共生 
みんなが世代を超えてつながり 
地域の中で支えあう環境づくり 

門真市第６次総合計画 
まちづくりの方向性 
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（２）公園の整備状況 
 
①公園の概要 
・公園の総数は 166 箇所で、そのうち都市公園が 69 箇所、都市公園以外の公園が 97 箇所とな

っています。 
・都市公園の内訳は、近隣公園が 2 箇所、街区公園が 62 箇所、都市緑地が 5 箇所です。 
・１人当たり都市公園面積は 1.14 ㎡/人で、大阪府内でも少ない状況です。 
・面積が小さい公園が多く、300 ㎡未満の公園が 73 箇所あり、全体の半数近くを占めています。 

表 1 公園の整備状況 

都市計画区分 箇所数 開設面積※ 都市計画面積 
１人当たり 
公園面積※ 

 都市計画公園 13 箇所 7.64 ha 6.97 ha ― 

都市公園 その他の都市公園 56 箇所 6.10 ha ― ― 

  合計 69 箇所 13.74 ha 6.97 ha 1.14 ㎡/人 

都市公園以外の公園 97 箇所 2.94 ha ― ― 

総計 166 箇所 16.68 ha 6.97 ha ― 

※箇所数、面積は令和 3（2021）年 3 月 31 日時点であり、整備予定のものも含んでいます。 
※１人当たり都市公園面積は、都市公園面積の合計を人口 120,355 人(令和 3（2021）年 4 月 1 日時点)で割った
ものです。 
※開設面積は、都市計画区域外のものも含みます。 
※都市公園：都市公園法で規定する公園 
※都市公園以外の公園：児童遊園、チビッコ広場など、都市公園に準じる市が管理する公園 
 

表 2 都市公園の設置状況 

種別 箇所数 開設面積 都市計画面積 

近隣公園 2 箇所 4.76 ha 4.70 ha 

街区公園 62 箇所 8.44 ha 2.27 ha 

都市緑地 5 箇所 0.54 ha ― 

総計 69 箇所 13.74 ha 6.97 ha 

※箇所数、面積は令和 3（2021）年 3 月 31 日時点であり、整備予定のものも含んでいます。 
 

 

※参考：都市公園とその種別について 
都市公園とは、都市公園法に基づき国や自治体が設置・管理する公園で、本市には近隣公園、

街区公園及び都市緑地があります。なお、公園種別の誘致距離については、国土交通省が参考
として示しており、近隣公園が 500m、街区公園が 250m とされています。 
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図 7 面積別公園数 

 
 

   
  

＜本計画における公園の分類について＞ 
・本市の公園の規模、現状の施設状況、利用状況などから、３つに分類します。 
「大きな公園」…多様な施設や環境を有しており、市全域から利用者が訪れる公園 
       ⇒面積が概ね 5,000 ㎡以上の公園 
「中くらいの公園」…ある程度の多様な施設を有しており、地域の核となっている公園 
       ⇒面積が概ね 1,500 ㎡以上の公園 
「小さな公園」…身近な公園として、地域に多数整備されている公園 
       ⇒面積が概ね 1,500 ㎡未満の公園 

表 3 本計画における公園の分類 

公園の分類 基準とする面積 箇所数 合計面積 

大きな公園 5,000 ㎡以上 3 箇所 5.61 ha 

中くらいの公園 1,500 ㎡以上 5,000 ㎡未満 21 箇所 5.26 ha 

小さな公園 1,500 ㎡未満 142 箇所 5.81 ha 

総計 ― 166 箇所 16.68 ha 

 

     大きな公園          中くらいの公園          小さな公園      

弁天池公園 柳町公園 石原町２号チビッコ広場 

大きな公園：3箇所 

中くらいの公園：21 箇所 

小さな公園：142 箇所 

   （弁天池公園など）        （柳町公園など）     （石原町２号チビッコ広場など） 
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②公園の配置状況 
・近隣公園である弁天池公園と四宮公園は市域の東側に位置しています。 
・面積が 1,500 ㎡以上の中くらいの公園は、地域によってバランスよく配置されている地域と

数が限られている地域があり、配置状況に偏りがあります。 
・面積が 1,500 ㎡未満の小さな公園は、市域北部の密集市街地や第五中学校区の住宅地などに

集中しています。 
・市内の居住エリアは概ね誘致圏域内となっていますが、大和田駅南側には公園が不足してい

る地域があります。 
 

 

図 8 公園の配置 

 

※参考：誘致圏域の設定について 
図 8 に示す公園種類別の誘致距離は、都市公園（街区公園、近隣公園）については国土交通

省が参考として示している誘致距離を考慮し、また、都市公園以外の公園については小規模か
つより身近な公園であることを考慮して、以下のように設定しています。 

近隣公園：500m、街区公園、都市緑地：250m、都市公園以外の公園：100m 
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③公園の立地状況（隣接環境、アクセス条件） 
・小さな公園の中には、三方が住宅に囲まれており、利用しづらい公園が多数存在しています。 
・袋小路や住宅地の奥など、アクセスしづらい公園が多くみられます。 
・一方で、人通りが多い主要な生活動線上に位置し、立ち寄りやすい公園や宅地が隣接してい

ないため利用しやすい公園もあります。 
 

  

  

図 9 公園の立地状況 

 

＜配置状況、立地状況（隣接環境、アクセス条件）のまとめ＞ 
・大きな公園である弁天池公園は市域の東端に位置しており、西側の地域からはやや利用し

づらい場所に立地しています。 
・中くらいの公園は、地域によって箇所数にばらつきがあり、配置状況に偏りがあります。 
・小さな公園が集中して存在している地域がある一方で、公園が不足している地域があるな

ど、その配置状況に偏りがみられます。 
・狭くて住宅に囲まれた公園や利用しづらい場所に立地した公園が多く存在しています。 
・人通りの多い動線上に位置する公園や開放的な公園など、利用しやすい公園も存在してい

ます。 

住宅に囲まれた公園 

人通りが多い生活動線上に位置する公園 

公園 

公園 

公園 

主要な生活動線 

主要な生活動線 
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（３）公園の施設状況 
 
①公園施設の老朽化 
・設置後 50 年以上が経過した公園は 26 箇所、30 年以上は 106 箇所あります。 
・令和 2 年 3 月に門真市公園施設長寿命化計画を策定し、遊具をはじめとした公園施設の更新

を順次実施していますが、老朽化による安全面での問題や、多様化する利用ニーズに対応し
ていないなどの課題があります。 

・公園施設だけではなく、大きく育ちすぎた植栽についても管理が難しくなっているなどの課
題があります。 
 

  

図 10 老朽化した遊具 

  

図 11 長寿命化計画に基づき更新した遊具 

 

図 12 公園の設置年度  
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②公園施設の重複 
・近接する公園でブランコ、滑り台、砂場といった同じような遊具が設置されているなど、個

性に乏しい公園が多く存在しています。 
 

③特徴的な公園施設 
・開園当初から親しまれてきた特徴的な遊具や、門真市公園施設長寿命化計画に基づき新たに

整備された複合遊具など、公園を特色づける遊具などがみられる公園があります。 
・弁天池公園のように、樹林地や水辺環境など貴重な自然的環境を有する公園も存在していま

す。 
・四宮公園や北打越公園のように、野球やサッカーができる大きな広場がある公園もあります。 
 

  

  

  

図 13 公園を特色づける公園施設  

柳町公園 門真南公園 

四宮１号公園 北打越公園 

弁天池公園 四宮公園 

利用者に親しまれている特徴的な遊具（汽車） バスケットゴールのある広場 

新たに整備された複合遊具 健康遊具 

池や樹林地などの自然環境 グラウンド 
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（４）公園の利用状況 
 
①利用実態調査の概要 

市内全公園を対象に、だれが、いつ、どのような利用をされているのか把握するため、利用
実態調査を実施しました。調査は、平日休日あわせて４日間、朝から夕方まで目視による調査
を行いました。その結果を集計し、各公園の利用特性を把握しました。 

 

 

 
②利用実態調査の結果 

集計した結果を各地域で図示したものを次頁以降に示します。 
 

 
 

なお、次頁以降に示す図中の凡例は、以下の通りです。「施設等からみた機能」は、遊具等の
公園施設など現在の公園の機能を示しています。「公共公益施設」は、学校、文化・福祉・スポ
ーツ施設等の公共公益施設を示しています。「利用内容」は、利用実態調査において確認された
利用内容を示しています。 

 
 

【利用実態調査 調査実施概要】 
（１）調査期間 

令和 3 年 3 月 30 日から 5 月 4 日までの期間において、平日 2 日、休日 2 日の計 4 日間 
（２）調査対象 

門真市内の全公園 165 箇所（調査時点の全公園数） 
（３）調査方法 

8 時から 18 時まで、1 時間ごとに、目視により利用人数、利用者属性、利用状況等を確認 

＜利用状況のまとめ＞ 
・利用者なし、または利用者がほとんどいない（1 日あたり 5 人未満）公園は各地域に存在

し、そのほとんどは特に面積が小さい（300 ㎡未満）公園でした。 
・遊具が設置されているにもかかわらず、利用がみられない公園など、施設の設置状況と利

用状況が合致していない公園が多数みられます。 
・大きな公園や中くらいの公園では、多様な利用者、多様な利用内容がみられました。 
・近くに複数の公園があるにもかかわらず、特定の公園に利用者が集中し、利用過多となっ

ていると考えられる公園があることがわかりました。 
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■利用実態調査結果【第二中学校区】 
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■利用実態調査結果【第三中学校区】 
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■利用実態調査結果【第四中学校区】 
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■利用実態調査結果【第五中学校区（その１）】 
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■利用実態調査結果【第五中学校区（その２）】 
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■利用実態調査結果【第七中学校区】 
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■利用実態調査結果【門真はすはな中学校区（その１）】 
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■利用実態調査結果【門真はすはな中学校区（その２）】 
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コラム：人気の公園 
市民アンケートやこどもアンケートでは、よく行く公園として、多くの方が名前を挙げた特

に人気の公園を把握することができました。市民アンケート、こどもアンケート両方で１位だ
ったのは弁天池公園。その他には、幸福町公園、北島東町公園、柳町公園、中町公園などが上
位となっています。これらの公園では、地域外から利用される方も多く、市民の皆さんが普段
から校区を越えて公園を利用されている様子が伺えました。 

また、こどもアンケート結果では、弁天池公園は中学生に、四宮３号公園は小学校高学年に、
東打越公園は小学校低学年に、それぞれ人気が分かれており、子どもの年齢層ごとによく利用
されている公園があることがわかりました。 

 
弁天池公園 

広くて座れる場所も多い弁天池公園は、放課後、友
達同士で集まって談笑の場になっているようです。 

四宮３号公園 

複合遊具や広場があり、住宅が隣接していない公園
は、高学年の子ども等がのびのびと遊びやすい。 

東打越公園 

滑り台やブランコなど、基本的な遊具が揃ってお
り、広場もある公園は低学年に人気。 

幸福町公園 

１日を通して様々な年代の人に利用されています。 
 

北島東町公園 

新しい公園で、住宅が隣接しておらず遊びやすい。
散歩の休憩場所としてもよく利用されています。 

柳町公園 

まちなかでアクセスしやすい立地であり、汽車ぽっ
ぽ公園の愛称で親しまれています。 
 

四宮 3 号公園 
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（５）その他の関連する事項 
 
①公共公益施設や地域施設 

・公園と同様の機能を有する公共公益施設や地域施設が存在しています。 
・自治会館など、公園と隣接し一体的に利用されているものもあります。 
 

  

図 14 公園と一体的に利用されている施設 

 
②緑を感じる歩行空間 

・道幅が狭く歩道が確保されていない道路が多い中、緑道や水路跡を活用した遊歩道が存在
しています。 

・プランター緑化されたものや、砂子水路のように桜並木を楽しめる歩行空間も存在してい
ます。 

 

  

図 15 緑を感じる歩行空間 

  

地域高齢者交流サロン前公園 栄町公園 

遊歩道（島頭） 砂子水路 
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③関連するまちづくり事業 
土地区画整理事業による新たな公園整備、旧第一中学校跡地活用、第四中学校区における小

中学校の再編統合、門真市駅や古川橋駅周辺においては、エリアマネジメントやまちなかウォ
ーカブル推進の取り組みが進められています。これらのまちづくりに応じた既存公園のあり方
や、新規公園の役割などを検討する必要があります。 
 

 

図 16 関連するまちづくり事業（例） 

門真市旧第一中学校跡地整備活用方法について 
本市では、京阪電鉄古川橋駅北側にある廃校となった旧第一中学校跡地とその周辺に

おいて、密集市街地の解消を目的とした住宅市街地総合整備事業と土地区画整理事業に
よって基盤整備を行い、本市が生涯学習複合施設と交流広場を整備し、その他の本市所
有地を高層共同住宅・商業・サービス等ゾーンとして民間事業者による活用を想定した
まちづくりを実施する予定としています。 

本市の顔となる中心拠点の創出を図る中で、計画地と隣接する幸福町公園や、新たに
整備予定の交流広場などのオープンスペースのあり方について考える必要があります。 
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図 17 関連するまちづくり事業（例） 

古川橋駅周辺地区まちなかウォーカブル推進事業について 
古川橋駅周辺エリアでは、本市参画

のもと様々な人材が集積するプラッ
トフォームにおいて、エリアの将来ビ
ジョンを策定し、それに基づき、地域
が主体となるエリアマネジメント活
動やまちなかウォーカブル推進事業
等を進めています。 

古川橋駅周辺では、密集市街地の課
題、商店街機能の低下による賑わいが
失われつつあります。このことから、
本地区内の官民の都市アセットを最
大限に利活用し、多様な人々の出会い
や交流を通じた賑わいの創出、回遊性
の向上、レジリエンスの強化等によ
り、次世代の古川橋エリアにおける
well-being な暮らしの実現を目指し
ています。 

門真市駅周辺エリアリノベーションビジョンについて 
門真市駅は交通利便性が高く、駅

周辺には企業の業務地が立地して
いますが、空き家や空き店舗が多
く、エリアの価値が低下していま
す。しかしながら、駅周辺には駅前
広場、公園、図書館、公民館等の活
用が検討できる公共施設や公共空
間があり、本ビジョンは、公共施設
や公共空間を公民連携で活用しな
がら、エリア価値向上や賑わい創出
につなげていくための方向性をま
とめたものです。 

エリア内には、新橋公園、柳町公園などが立地しており、駅周辺エリアの賑わいづくり
に向けた利活用の促進が求められています。 

新橋公園 

柳町公園 

センターコア（駅前）
・⼟地区画整理事業
（道路、広場等の整備）

スモールエリア（駅周辺）
・主要⽣活道路拡幅
・除却補助
・建替促進

密集市街地の解消

新設道路等の整備など
（建物補償、用地買収等）

ハード整備

センターコア（駅前）
公共不動産の有効活用
・⽣涯学習複合施設
・広場、道路、公園

スモールエリア（駅周辺）
⺠間不動産の有効活用
・空き家、空き店舗
・未利用地

エリアリノベーション

既存ストックの有効活用
（官⺠の都市アセット）

エリアマネジメント

賑わいの創出 想定平均焼失率23％以下

連携 連携

古川橋駅北地区のｲﾒｰｼﾞ（エリアの価値向上）
〜ｳｫｰｶﾌﾞﾙな空間で繋ぎ人の流れと賑わいを創出〜
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2 公園にかかわる市民ニーズ  

 
（１）市民ワークショップの実施 

地域の実情を踏まえ、市民の皆さんに共感いただける実現性のある計画とするため、また、市
民の皆さんと共に進めていく第一歩とするため、市民ワークショップを実施しました。市民ワー
クショップには、延べ 150 名にご参加いただき、本市の公園の現状や各地域の公園について知っ
ていただくとともに、「公園がどんな場所になったらいい？」「どんなふうに使いたい？」「自分た
ちにできることは？」といったことについて意見交換を行いました。 
 

 

図 18 市民ワークショップ参加者の集合写真（第４回） 

 

 

  

コラム： 「かどまパークミーティング」のロゴ 
このロゴは、市民ワークショップをはじめ、門真市パークイノ

ベーションにかかわるイベント・行事の際に用いているものです。 
多くの穴が開き、先が見通せる縁起物の門真れんこんをモチー

フに、みんなで公園の将来、門真市の将来について語り合う姿を
表現しています。 

か ど ま

パ

ー
ク ミ ー テ ィ ン

グ
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①市民ワークショップの実施概要 
第１回は、市全域から参加者が一堂に会し、市民ワークショップの目的や本市の公園の現状

と課題を共有し、門真市の公園について話し合いました。第２回及び第３回は、６つの地域（中
学校区）それぞれで実施し、地域の特性を考えながら、自分たちの地域の公園がどのような公
園になったら良いかについて、子どもたちも参加しやすいよう、公園利用を絵で表したカード
ゲームを用いて話し合いました。第４回は、各地域で話し合ったことを発表して皆さんと共有
し、意見交換を行いました。 

 
 
 

 

 

 

 

  

第１回   「みんなが憩える、魅力あふれる門真市の公園とは？」 
   【目的】公園の現状と課題、市民ワークショップの目標共有  令和 3年 

7 月 

第３回   「わがまちの公園を考えよう！」 
   【目的】地域の特性に応じた公園の方向性の検討  

令和 3年 

11～12 月 ６つの地域ごとに実施 

第２回   「わがまちの公園はどんな公園？」 
   【目的】地域の公園の実情の把握と公園の可能性の検討 

 

門真はすはな中 第二中 第三中 第四中 第五中 第七中 

 
令和 3年 

9～10 月 
６つの地域ごとに実施 

第４回   「みんなが憩える、魅力あふれる公園を目指して！」 
   【目的】ワークショップの成果の共有  

令和 4年 

2 月 

門真はすはな中 第二中 第三中 第四中 第五中 第七中 

か ど ま

パ

ー
ク ミ ー テ ィ ン

グ

か ど ま

パ

ー
ク ミ ー テ ィ ン

グ

か ど ま

パ

ー
ク ミ ー テ ィ ン

グ

か ど ま

パ

ー
ク ミ ー テ ィ ン

グ
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②市民ワークショップ結果 
全４回実施したワークショップを通じて、皆さんが使いやすい公園にするための基本的な方

向性について、以下の通りまとめることができました。 
 

  

  

  

  

  

  

  

参加者のご意見 
市民の皆さんが使いやすい公園に 

していくための基本的な方向性 

◯複数の公園を一緒に考える。 
◯使われていない小さな公園をまとめて中くら

いの公園に。 
◯小さな公園は幼児や高齢者向けに。中くらい

の公園は小学生がのびのび遊べるように。 

大・中・小それぞれの公園の規模に応じた 
使い分けや、使い方の工夫が必要！ 

◯ボール遊びが時間帯や内容に関するルールや
しくみが必要。 

◯小さな公園は、利用者や利用内容に応じて使
いやすく。 

◯誰もが使いやすいインクルーシブな公園に。 

時間や場所をすみ分けながら、子どもから
高齢者まで、だれもが使いやすい公園に！ 

◯移動販売車やマルシェなど、子育て世代や若
者、大学生も楽しめる公園に。 

◯みんなが集まるきっかけになる場所に。例え
ばコミュニティ菜園づくりなどのしかけを。 

◯若者の自由な表現、チャレンジできる公園に。 

新しい遊びや、賑わいイベントなどを、 
もっと公園でできるように！ 

◯散歩がてら、買い物がてらに気軽に立ち寄れ
る、暮らしの動線上の公園を大切に。 

◯点在する小さな公園や地域の資源をつない
で、健康歩き道に。 

◯自治会館など併設の公園は愛着がある。 

公園や地域の資源をネットワークして 
歩きやすいまちに！ 

◯公園の規模に応じた防災機能の充実を。 
◯見通しを良くして、みんなが安心して使いや

すい公園に。 
◯人が集まれば地域の見守りにつながる。地域

の人が集まるきっかけが生まれる場所に。 

防災にも役立ち、 
安全に、安心して使える公園に！ 
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市民ワークショップでは、公園の利活用などに関する具体的なアイデアについてのご意見も
たくさんいただくことができました。これらのアイデアは、社会実験や具体方策の検討にあた
っての参考とさせていただきました。 

 

 

コラム： パブコメワークショップ 
市民ワークショップの参加者の方を対象に、パブリックコメントの一環として令和 4(2022)年

10 月 15 日にワークショップを開催しました。参加者からは、地域ごとの公園利用ルールや地域
特性に応じた公園の使い方について、地域の人が自ら考え、それを行政がバックアップするよう
な仕組みの必要性や、用途転換後の活用方法が大事であるといった、今後パークイノベーション
を進めていくためのアイデアやご意見をいただきました。 

  

図 19 パブコメワークショップの様子 
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③各回の市民ワークショップまとめ  
 
 
 
 
第 1 回市民ワークショップでは、本市の公園の成り立ちや、市内にはどのような公園がある

のかを知っていただき、実際に皆さんがどのように公園を使っているのか、これからどのよう
な公園になったら良いかを中学校区ごとの班に分かれて話し合っていただきました。 

 
●門真市の公園 

市内には 166 の公園があり、昭和 40～50 年代の急激
な市街化、昭和末期以降の区画整理や宅地開発に伴い、
小さな公園が多く作られてきたことなど、本市の公園の
成り立ちや特徴を紹介しました。 

 
 

●どのように使っているか・どのような公園になったら良いか 
ご自身や身近な人が、どのように公園を使っているかお聞きしました。 

 

第１回「みんなが憩える、魅力あふれる門真市の公園とは？」 
【目的】公園の現状と課題、市民ワークショップの目標共有 

 
令和 3年 

7 月 25 日 

＜計画への反映ポイント＞ 

利用状況 子どもの遊び、地域のお祭り、健康づくりなどに利用されている。 

利用状況 各地域で利用者がほとんど見られない公園がある。 

アイデア 市内にたくさんある小さな公園を有効活用し、使い分ける。 
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第 2 回市民ワークショップは、6 つの地域（中学校区）それぞれで開催しました。各地域に

どのような公園があるか、動画や現地を実際に見て確認した後、カードゲーム形式で、地域の
各公園がどのような公園になったら良いかを考えていただきました。 

 
●カードゲーム形式での検討 

公園の大きさごとに大きさが異なるカードに、
「利用者」、「利用内容」、「必要な施設」のシール
を貼って「公園カード」をつくり、各公園がどの
ような公園になったら良いかを考えました。 

 
 
 

●各地域の意見まとめ 
 どんな公園になったら良いか、各地域で多かった意見や特徴的な意見をまとめました。 

 

第２回「わがまちの公園はどんな公園？」 
【目的】地域の公園の実情の把握と公園の可能性の検討 

 
令和 3年 

9～10 月 

＜計画への反映ポイント＞ 

考え方 公園が限られる中、様々な利用者の立場になって考えることが大事。 

考え方 中くらいの公園が多い地域、少ない地域、小さな公園がたくさんある地域な

ど、地域の特性を踏まえて、どのような公園が地域に必要かを考えることが大

事。 

 

 

第二中学校区会場 
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第 3 回市民ワークショップも第 2 回と同様に、6 つの地域（中学校区）それぞれで開催しま

した。どの公園がどのような公園になったら良いか、第 2 回でも作った公園カードを公園ごと
に作成し、各地域の公園の場所を表示した畳 2 枚程の大きさのボードの上に立て、各地域の「公
園ボード」を作りながら、地域の公園がどのようになれば良いか考えました。 

 
●各地域の公園ボード 

近くの公園同士は違う特色を持たせる、中くらいの公園ではボール遊びができるようにする
など、公園がある場所や大きさを活かし、地域の特性に応じた公園の方向性を描いた「公園ボ
ード」が完成しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３回「わがまちの公園を考えよう！」 
【目的】地域の特性に応じた公園の方向性の検討 

 
令和 3年 

11～12 月 

＜計画への反映ポイント＞ 

方向性 大・中・小それぞれの公園の規模に応じて、使い分けや工夫を。 

方向性 子どもから高齢者まで、多世代が一緒に使いやすい公園に。 

方向性 新しい遊びやイベントをもっと公園でできるように。 

方向性 公園や地域の資源をつないで歩きやすいまちに。 

方向性 防災にも役立ち、安全に、安心して使える公園に。 

第四中学校区会場 第七中学校区会場 第三中学校区会場 
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第 4 回市民ワークショップでは、第 2 回及び第 3 回で各地域において話し合ったことを発表

していただきました。発表を通じて、その地域に特徴的なこと、他の地域にも共通することな
ど、ワークショップの成果を共有することができました。 

ボール遊びができる公園をテーマに総合学習に取り組んでおられる、東小学校 5 年 2 組の児
童にもご参加いただき、その内容を紹介していただきました。 

市長をはじめ、門真市パークイノベーション計画審議会の委員である大学の講師や大阪府の
職員にもお越しいただき、会場全体で意見交換を行いました。 

 
 
 

第４回「みんなが憩える、魅力あふれる公園を目指して！」 
【目的】ワークショップの成果の共有 

 
令和 4年 

2 月 20 日 

大阪公立大学 
加我 宏之 教授 

和歌山大学 
佐久間 康富 准教授 

宮本市長 

 公園をもっと使ってもらえるように、庁内の様々な
部局と連携しながら考えていけば良いと思います。  

市民の皆さんと行政の皆さんの協働の取り組みを、
今後も継続していただきたいです。 

自分とは違う立場に一度立ってみて考えることが、
素敵で大事な事だと思いました。お互いに譲り合い、
声を掛け合いながら、皆が気持ちよくすごせるような
公園やまちになって欲しいと思います。 

第１回から数えて、延べ 150 人もの市民の皆様にご参加い
ただきました。もっと使いやすい門真の公園づくりを進めてい
くうえで、とても心強いご意見をたくさんいただくことができ、
大変うれしく思っています。ありがとうございました。 
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コラム： 東小学校の発表 ～迷惑をかけずにボール遊びがしたい！～ 
東小学校５年２組では、「どうして公園でボール遊びができないんだろう？」という児童の素朴

な疑問から、「ボール遊びができる公園」をテーマに総合学習に取り組まれていました。そこで、
市役所からも公園の紹介や、公園の利用について考える出前授業を令和 3（2021）年 10 月 21 日
にさせていただきました。 

出前授業では、東小学校区内の各公園が、どのような人がどのように利用できる公園になった
ら良いか、市民ワークショップでも用いたカードゲームを使って話し合いました。 

令和 4（2022）年 2 月 20 日に開催した第４回市民ワークショップでは、児童たちが実施した地
域住民へのアンケート結果や、公園でボール遊びができるようにするために考えた工夫など、総
合学習で取り組まれてきたことについて、発表していただきました。 

発表では、ボールが赤ちゃんやお年寄りに当たる、隣の家に当たってしまう、バウンドする音が
うるさいなど、人の迷惑になってしまうことを心配しているということを話してくれました。さ
らに、人の迷惑にならないようにルールを決めることや、フェンスの配置を工夫することなど、児
童の皆さんが自ら考えた公園の遊び方や課題解決の方法について発表してくれました。 

 

図 20 第４回かどまパークミーティングでの発表の様子 

＜計画への反映ポイント＞ 

方向性 公園もまちも一緒に考えて、みんながもっと楽しめる公園に。 

アイデア 利用ルールや仕組みづくりを。 

アイデア 小学校区単位でボール遊びができる場所の確保を。 

アイデア 公園とまちの資源のネットワーク化を。 
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（２）社会実験の実施 
子どもが求める公園の環境や利用について、子どもたちが主体となって考える３つプロジェク

トを実施しました。 
 

①社会実験の実施概要 
社会実験として、東小学校の児童を対象に市民ワークショップでも実施したカードゲーム形

式で公園について考える「出前授業」、公民連携子どもの居場所子ども LOBBY の利用者の子ど
もを対象に公園デザインの仕事を学び公園について考えるキャリア教育イベント「きみも公園
デザイナー！オリジナル公園模型づくり」、一般公募をした市内の児童を対象に公園での遊び企
画のプロデュースを考え実践する参加型プロジェクト「かどまパークキッズチャレンジ～子ど
も園長になって公園プロデュースをしよう！～」を実施しました。その最終回では、弁天池公
園（公園区域外の広場を含む）の遊び利用を実践するイベント「弁天池公園で遊ぼう！」を開
催しました。 

  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東小学校 5 年 2 組総合学習「出前授業」 
   【内容】東小学校区エリアの公園の利用者、使い方、必要な施設の検討 令和 3年 

10 月 21 日 

公園での遊び企画のプロデュースと実践 
「かどまパークキッズチャレンジ  

～子ども園長になって公園をプロデュースしよう！～」 
   【内容】子どもが運営者になって遊び企画を考えイベントを開催 

令和 3年 
12 月～ 
令和 4年 

3 月 

公民連携子どもの居場所子ども LOBBY キャリア教育イベント 
「きみも公園デザイナー！オリジナル公園模型づくり」 
   【内容】街区公園のゾーニングと模型づくり 

令和 3年 

11 月 14 日 

①遊びの体験と企画 ②リハーサルと準備 ③ポスターづくり ④遊びイベントの開催 

全 4 回 
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②社会実験の成果 
３つのプロジェクトを通じて、参加者の子どもたちが求める公園の環境や利用について、以

下の通り把握することができました。 
 

    

    

    

    

    

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加者の子どもたちの反応等 
参加者の子どもたちが求め

る公園の環境や利用 

◯出前授業では、広場、原っぱ、ボール遊び、かけっこのカ
ードがよく選ばれていた。 

◯模型づくりの参加者全員が芝生や草の広場、半数が舗装の
広場を作っていた。 

◯子どもたちが考えた 7 つの遊び企画のうち 3 つが、広場で
遊ぶ企画であった。 

広場環境 

◯模型づくりでは、木陰に遊具やベンチを置いたり、池、
丘、虫取りができる場所を作っていた。 

◯子どもたちが考えた 7 つの遊び企画のうち 5 つが、自然環
境を利用するものであった。 

自然環境 

◯出前授業では、幼児や高齢者が使える公園を考える児童が
よくみられた。 

◯模型づくりでは、四阿の近くに高齢者の人形や、幼児向け
遊具を配置している子どもが多くみられた。 

◯遊び企画では、小さい子ども向けの遊び方も考えていた。 

高齢者や幼児も 
利用できる環境 

◯東小学校の総合学習は、「ボール遊びができる公園」をテー
マに取り組まれており、児童たちは、迷惑をかけずにボー
ル遊びができる工夫を考えていた。 

◯模型づくりでは、ボール遊びをしている人形がよく使われ
ていた。 

◯子どもたちが考えた 7 つの遊び企画のうち３つが、ボール
などを投げる遊びであった。 

ボールなど投げる遊び 

◯模型づくりでは、かけっこをしている人形がよく使われて
いた。 

◯子どもたちが考えた 7 つの遊び企画のうち５つが、広場か
公園全体を使った遊びであった。 

かけっこやラリーなど 
広く場所を使う遊び 
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③各社会実験のまとめ 
 
 
 
 
 
「ボール遊びができる公園」をテーマに取り組まれていた東小学校 5 年 2 組の総合学習の時

間に、本市の公園の紹介や、児童たちが東小学校区の公園の利用について考える市役所の出前
授業を実施しました。市民ワークショップでも用いたカードゲームを使って、どの公園を誰が
どのように使える公園になれば良いかを考えていただきました。 

校区内の各公園について考える中で、公園へのニーズのほか、児童も知らない、使っていな
い公園があること、校区内に大きな公園がなく弁天池公園を利用していることもわかりました。 

 
●公園へのニーズ 

出前授業を通じて、子どもたちが公園に求めている以下のようなニーズを知ることができま
した。  

 

 

  

図 21 出前授業の様子 

東小学校５年 2 組の総合学習の取組みは、第 4 回市民ワークショップで発表していただきま
した。（p33 コラム参照） 

  

東小学校 5 年 2 組総合学習「出前授業」 
【内容】東小学校区エリアの公園の利用者、使い方、必要な施設の検討 令和 3年 

10 月 21 日 

・ボール遊びや、かけっこができる広場がある公園へのニーズが高い。 

・自分たちより小さな子ども、大きな子ども、高齢者など多様な年齢層が公園を利用す

ることを児童たちも認識している。 

・周辺住民や他の公園利用者の迷惑にならないようにボール遊びをできるようにしたい

と考えている。 
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公民連携子どもの居場所子ども LOBBY のキャリア教育イベントとして「きみも公園デザイ

ナー！オリジナル公園模型づくり」を実施しました。参加者の子どもたちには、自分の家の近
所にあったらいいなと思う公園の模型を作っていただきました。 

 
●公園へのニーズ 

模型づくりを通じて、子どもたちが公園に求めている以下のようなニーズを知ることができ
ました。 

 

 

図 22 キャリア教育イベント当日の様子 

   

公民連携子どもの居場所子ども LOBBY キャリア教育イベント 
「きみも公園デザイナー！オリジナル公園模型づくり」 令和 3年 

11 月 14 日 

・遊具に加え、ボール遊び、かけっこ、キックボードなど広場遊びニーズが高い。 

・樹木、池、丘、虫取りができる場所など自然とふれあえる環境へのニーズが高い。 

・キッチンカーなどによる公園での飲食に関するニーズがみられる。 

・幼児、高齢者など多様な世代が公園を利用することを子どもたちも認識している。 
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小学校４年生以上の小学生を対象に弁天池公園での遊びイベントを考え実践する「子ども園

長」を募集しました。応募いただいた 13 名の子ども園長には、遊びの企画を考え、準備やポス
ターづくりを行い、遊びイベント「弁天池公園であそぼう♪」を運営していただきました。 

遊びイベントでは、子ども園長が考えた７つの遊び企画のほか、市内の絵画教室やボーイス
カウト等との協働企画も多数実施することができました。また、本市と包括連携協定を締結し
ている大阪樟蔭女子大学や大阪国際大学などの学生の皆さんにもサポートしていただきました。 

 

公園での遊び企画のプロデュースと実践 
「かどまパークキッズチャレンジ 
～子ども園長になって公園をプロデュースしよう！～」 
 

令和 3年 
12 月～ 
令和 4年 

3 月 



 

41 

●公園へのニーズ 
遊びの企画及び実践を通じて、子どもたちが公園に求めている以下のようなニーズを知るこ

とができました。 

 
●弁天池公園の使いこなしの成果 

遊びイベント「弁天池公園で遊ぼう♪」では、下記のように弁天池公園の様々な場所を使い
こなすことができました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ボールなど投げる遊びへのニーズが高い。 

・広場での遊びや園内を巡る遊びが多く、公園を広く使う遊びへのニーズが高い。 

・小川、枝や木の実など自然環境を使った遊びへのニーズがある。 

・幼児、低学年、高学年など様々な年代の子どもを意識して遊びを考えている。 

小川 小川レース 

小川レース 

森・森の横 ロープ
わたり等、森のクラフト 

ロープわたり 

森のクラフト 

園内各地 宝さがし、
スタンプラリー、ペンキ
塗り体験 

宝さがし 

スタンプラリー 

野外ステージ 陶芸体験、大きなお絵描き 

陶芸体験 大きなお絵描き 

広場 飛んでるボール（まとあて）、ディスクゴルフ、木わなげ、砂遊びコーナー、幼児遊具
コーナー、キッチンカー&軽食販売、グランドゴルフ体験 

ディスクゴルフ 木わなげ 
 

砂遊びコーナー 軽食販売 
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●協働の成果 
4 ヶ月間にわたる実施期間の中で、大学生や参加者の親、ボーイスカウト、市内事業者など多

様な主体との関わり、協働を生み広げることができました。さらに、今回の社会実験に関わっ
た人との公園での新たな取り組みも生まれました。  
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（３）市民アンケート・こどもアンケートの実施 
 
①アンケート実施概要 

公園の利用状況や公園に対する市民ニーズを把握するため、市民アンケートを以下の通り実
施しました。 

 

 
  

＜市民アンケート実施概要＞ 
■調査対象者：市内在住の 16 歳以上の市民から無作為抽出【1,500 名】 
■調査方法：郵送配布・回収による調査 
■調査時期：調査票の投函：令和３（2021）年５月 28 日（金） 
      回収期限：令和３（2021）年７月５日（月） 
■回収率：有効回答数 483 票（回収率 32.2％） 
■回答者属性 

 
 
＜こどもアンケート実施概要＞ 
■調査対象者：市内全 14 小学校及び 6 中学校を対象に、小学校低学年（2 年生）、小学校高学

年（5 年生）、中学生（2 年生）を対象として実施 
■調査方法：各学校を通じた直接配布・回収による調査 
■調査時期：令和３（2021）年５月～６月 
■回収結果：小学校低学年（２年生）：407 票 
      小学校高学年（５年生）：473 票 
      中学校（２年生）：195 票     合計 1,075 票 

10歳代, 3.9%

20歳代, 

7.9%

30歳代, 

8.9%

40歳代, 

15.7%

50歳代, 

20.9%

60歳代, 

19.9%

70歳代, 

19.0%

80歳以上, 

2.7%

不明・無回答・無効, 1.0%

問 年齢層 n=483

はすはな中学校区, 

23.6%

第２中学校区, 

14.7%

第３中学校区, 

17.6%

第４中学校区, 

16.4%

第５中学校区, 

15.9%

第７中学校区, 

11.4%

不明・無回答・無効, 

0.4%

問 お住まい n=483



 

44 

②市民アンケート結果 
■公園の利用状況 

・一人で行く人や、自分の子どもや孫と一緒に行く人が多いようです。 
・利用頻度は、週１回以上の高頻度で利用されている人及び月１回以上の人がそれぞれ約２

割となっています。また、公園には行かない人が約４割を占めています。 

 
 
・よく利用する公園については、弁天池公園が突出して多く、市全域から利用者が訪れてい

ることが伺え、続いて幸福町公園や北島東町公園、柳町公園など、各地域の拠点となる中
くらいの公園がよく利用されています。 

 

 

 

  

自分一人で行く, 

13.5%

配偶者（夫・妻）と行く, 

7.5%

自分の子ども

と行く, 10.6%

両親やきょうだいと行

く, 1.7%

孫と行く, 9.5%

友人・知人と行く, 

7.7%
その他, 4.3%

公園には行かない, 

42.0%

不明・無回答・無効, 

3.3%

問 誰と行くか n=483

ほぼ毎日, 4.8%

週2～3回程度, 6.6%

週1回程度, 

9.1%

月2～3回程度, 

8.5%

月1回程度, 

14.5%

年１回から数回

程度, 12.8%

公園には行かない, 

42.0%

不明・無回答・無効, 

1.7%

n=483問 公園の利用頻度

76

19

17

16

11

11

11

10

8

8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

弁天池公園

幸福町公園

北島東町公園

柳町公園

中町公園

四宮３号公園

門真南公園

月出町中央公園

四宮公園

下三ツ島公園

問 よく利用する公園（複数回答） n=280
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■公園へのニーズ 
・公園でできれば良いと思うことについては、「幼児の遊び」「広場やグラウンドでの遊び」

といった子どもたちの遊び場の充実に関するものや、「親子や友人とのピクニック」など、
子育て世代が過ごしやすい場所へのニーズが高いことがわかりました。 

・「散歩やジョギング」など、健康づくりの場としての充実が求められていることがわかりま
した。 

 
 

・身近な公園に対するニーズでは、小さな子どもが遊びやすい公園、健康づくりができる公
園へのニーズが高いことがわかりました。 

・防災面での機能についてもニーズが高いことがわかりました。 

 

  

43.1 

48.4 

35.0 

54.1 

27.0 

52.9 

51.2 

44.2 

32.7 

22.5 

26.5 

36.5 

29.9 

12.7 

35.5 

33.8 

27.6 

31.8 

22.7 

34.0 

29.5 

35.2 

37.8 

34.6 

33.1 

38.0 

36.1 

16.8 

18.5 

15.7 

22.3 

11.3 

27.8 

10.8 

14.9 

18.3 

25.7 

37.4 

30.8 

21.7 

29.3 

42.3 

3.0 

2.1 

15.1 

2.8 

22.5 

2.3 

4.5 

2.3 

3.8 

5.5 

9.6 

3.8 

4.7 

28.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①遊具を使った遊び

②広場やグラウンドでの遊び

③ボール遊び

④散歩やジョギングなど

⑤飼い犬などの散歩

⑥幼児の遊び

⑦親子や友人とのピクニック

⑧おしゃべりやくつろぎ

⑨お祭りや防災訓練などの地域活動

⑩花壇づくりなどを通じた交流

⑪スポーツを楽しむ

⑫野菜市やマルシェなどの開催

⑬木登りや落ち葉遊びなどの自然遊び（プレーパークなど）

⑭スケートボードなどのニュースポーツ

1ぜひできればよい

2できればよい

3どちらでもよい

4できなくていい

問 公園でできれば良いと思うこと（4段階評価） n=471

50.5 

21.9 

22.6 

32.5 

18.6 

45.8 

18.6 

34.0 

9.5 

7.9 

3.7 

3.1 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

未就学児が親子で遊びやすい公園

小学生以上の子どもが遊びやすい公園

ボール遊びができる公園

おしゃべりや読書、昼寝、飲食などの休憩ができる公園

健康遊具がある公園

散歩やウォーキング、ジョギングなどの健康づくりができる公園

植物や昆虫、鳥などの観察を楽しめる公園

災害時などに避難場所となる公園

地域の人と交流ができる公園

花壇づくりなどの市民活動等ができる公園

その他

わからない

不明・無回答・無効

問 身近な公園へのニーズ（複数回答） n=483
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・利用されていない小さな公園の活用について、このまま存続させるよりも、必要に応じて
他の公共施設の用地として活用するなど、有効に活用することを望む意見が多い結果とな
りました。 

 
 
・弁天池公園などの大きな公園については、自然を楽しめる公園を求める意見が多く、貴重

な自然資源を活かすことが求められていることがわかりました。 
・親子でゆっくり遊べる、イベントやワークショップ、移動販売車（キッチンカー）やマル

シェなど、子育て世代が楽しめる公園へのニーズが高いことがわかりました。 

 
  

20.7 

39.1 

38.9 

7.9 

9.3 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

このまま公園として存続させる

周辺環境なども考慮したうえで、必要に応じて他の公共施設

の用地などとして活用する

今後も利用が見込めない場合などは、民間に売却し、そのお

金で他の公園を充実させる

その他

わからない

不明・無回答・無効

問 あまり利用されていない小さな公園について（複数回答） n=483

49.5 

21.3 

58.4 

11.2 

32.9 

32.1 

18.2 

10.1 

28.2 

4.3 

4.1 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

親子でゆっくり遊べる公園

ボール遊びやスポーツ、ゲートボールなどができる、大きな広場が

ある公園

木陰や季節の花など、自然を楽しめる樹木や草花が植栽されてい

る公園

市内外から利用者が訪れるような、全市的なにぎわいイベント

が開催される公園

ふらっと行っても楽しめる、小規模なイベントやワークショップ等が定期的

に開催…

キッチンカーや地元のおしゃれなお店などが出店するマルシェイ

ベントが開催される公園

おまつりなどの地域行事に利用できる公園

花壇づくりなどの活動を通じた市民同士の交流の場となる公園

地形や水辺を活かした遊び場のある公園

その他

わからない

不明・無回答・無効

問 大きな公園について（複数回答） n=483
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・ボール遊びについては、全面的に禁止した方が良いという意見は少数で、道具や場所、時
間帯などを工夫するのであれば、ボール遊びをしても良いと思うという意見が多く、ボー
ル遊びができる場所へのニーズが高いことがわかりました。 

 

 
 
・不安に思うこととしては、特にないという意見が最も多い結果となりましたが、公園内が

暗い、人気（ひとけ）が無い、といった不安の声も多いことから、より安心して利用でき
る公園へのニーズが高いことがわかりました。 

 

  

21.5 

43.3 

68.3 

29.2 

18.0 

8.9 

4.3 

2.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

どの公園でも、広い場所であれば、いつでもだれでもボール

遊びをしても良いと思う

柔らかいボールやプラスチックバットなど、安全な方法であれ

ばボール遊びをしても良いと思う

フェンスなどで区切られた、安全な広場などであればボール

遊びをしても良いと思う

他の利用者の迷惑にならない時間帯など、時間を制限すれ

ばボール遊びをしても良いと思う

試合形式の野球やサッカーなどのように、場所を占用しなけ

ればボール遊びをしても良いと思う

どの公園でも、ボール遊びは禁止した方がよいと思う

その他

わからない

不明・無回答・無効

問 ボール遊びについて（複数回答） n=483

17.2 

25.7 

25.9 

8.9 

17.4 

16.6 

32.3 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40%

樹木が育ちすぎたり、施設が邪魔をしていたりするなど、…

公園内が暗い

いつも人気（ひとけ）が無い

落書きなどのいたずらが多い

夜間に騒いでいる

その他

特にない

不明・無回答・無効

問 身近な公園について不安に思うこと（複数回答） n=483

樹木が育ちすぎたり、施設が邪魔をしていたりするなど、

見通しがきかない
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③こどもアンケート結果 
・よく行く公園について、第二中学校区、第四中学校区など、校区内に中くらいの公園が少な

い地域では、身近な公園だけではなく、校区外の中くらいの公園や大きな公園も良く利用さ
れていることがわかりました。 

 

 
・小学校低学年は遊具遊び、高学年は広場遊び、中学生は友達とのおしゃべりが最も多く、年

齢層ごとに遊びの内容が異なることがわかりました。 
 

 
  

37 46 43

174

106
9020 4

30

41

6

2

0

50

100

150

200

250

第二中 第三中 第四中 第五中 第七中 はすはな中

よく行く公園（校区内・校区外区分） （複数回答）

校区内の公園 総数 校区外の公園 総数

66.6

35.9

37.1

4.2

19.9

60.9

15.0

7.9

0.0

59.2

33.2

44.0

4.2

15.9

66.6

11.6

5.1

15.0

24.6

45.1

55.4

1.0

8.7

44.1

17.9

2.6

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

ブランコやすべり台

ボールあそび

友達とのおしゃべり

カードゲーム

ニンテンドースイッチ

広場でのおにごっこやかけっこ

野球やサッカー

犬などペットの散歩

その他

問 公園での遊びの内容（複数回答）

小２（N=407） 小５（N=473） 中２（N=195）
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・ボール遊びやバスケットボールやテニスなど体を動かす遊びへのニーズが高いことがわかり
ました。 

・中学生はおしゃべりの場としてもニーズが高いことがわかりました。 
・自由記述では、ボール遊びやアスレチック、各種球技、ジェイボードやスケートボードなど

といった体を動かす遊びを挙げる意見が多く、遊具遊びだけではない多様な遊びの場へのニ
ーズがあることがわかりました。 

 

 

 

75.2

49.9

40.3

37.1

35.4

58.5

51.1

35.9

34.6

47.7

51.6

32.7

60.7

47.1

52.9

20.5

44.2

54.3

49.7

19.7

26.2

36.8

42.3

37.0

46.7

43.6

55.9

7.7

54.9

39.0

50.3

8.2

39.5

24.1

33.8

58.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①遊具を使った遊び

②広場やグラウンドでの遊び

③ボール遊び

④虫取り

⑤おしゃべり

⑥クライミング

⑦おまつり

⑧花、草、落ち葉での遊び

⑨野球やサッカー

⑩木のぼり

⑪ジェイボードやスケートボード

⑫バスケットボールやテニス

問 やってみたいと思うこと（複数回答）

小２（N=407） 小５（N=473） 中２（N=195）
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3 公園の課題とニーズ  

本市の公園の現状や公園にかかわる課題とニーズについて、以下のように整理しました。 
 

■課題 1 公園の配置や機能が偏在しています。  

・大きな公園や中くらいの公園が少ないうえに、地域によっ
て配置状況に偏りがあります。 

・同じような遊具が設置された小さな公園が近接して複数存
在するなど、公園の機能の重複や偏在がみられます。 

 
 
 
 

■課題 2 十分に利用されていない小さな公園が多数存在しています。 

・公園の機能とニーズのミスマッチが生じていることに加え
て、遊具などの施設の老朽化が進んでいます。 

・立地が悪くアクセスしづらい公園や、住宅地などに囲まれ
ていることなどから利用しづらい公園が多数存在してい
ます。 

 
 
 

■ニーズ1 子育ての場、子どもの成長の場として期待されています。 

・ボール遊びなど、子どもがのびのびと遊べる公園が求めら
れています。 

・老朽化した遊具を安全で使いやすく、楽しく遊べる遊具に
変えていくことが求められています。 

・子育て世代も楽しく、子どもと一緒に過ごしやすい公園が
求められています。 

・樹林や水辺といった自然環境など、公園ごとの特徴を活かして、子どもが多様な遊びを体験
できる公園が求められています。 
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■ニーズ2 いきいきと健康的な暮らしを支える場として期待されています。 

・散歩や日常生活の中で立ち寄りやすく、大人や高齢者も利
用しやすい公園が求められています。 

・緑を感じる遊歩道、公共公益施設や自治会館などまちの
様々な資源と連携して、歩いて巡りやすい公園が求められ
ています。 

・誰かと出会い、関わり合うことで、地域コミュニティの醸
成や活性化のきっかけになる公園が求められています。 

 

■ニーズ3 安全・安心な暮らしを支える場として期待されています。 

・災害時などに役立つ公園が求められています。 
・子どもを安心して遊ばせることができる公園が求められて

います。 
 
 
 

 
 

■ニーズ4 賑わいと活気を生み出す場として期待されています。 

・飲食サービスやおしゃれなイベントなど、子育て世代や若
者も楽しめる新しい過ごし方ができる公園が求められて
います。 

・アートや音楽イベントなど、若者をはじめ、誰もが自由に
表現できる、やりたいことにチャレンジできる公園が求め
られています。 

 
 
 
このように、配置や機能の偏在、施設の老朽化、市民ニーズとのミスマッチなどの課題を抱え

る一方で、限られたスペースを子育て、健康づくり、快適で安全安心な暮らし、賑わいづくりな
ど、まちづくりに関する様々な場面で活用していくことが期待されています。 
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4 基本目標・基本方針  

本市の公園の課題とニーズに対応し、計画を実行していくための基本目標と基本方針を設定し
ます。 

 
（１）基本目標 

地域によって公園のある環境は多様であり、その地域特性によって利用者層や利用内容は異な
っています。このため、利用者がお互いに譲り合うことや公園を使い分けたりすることで、限ら
れたスペースを有効活用することが必要です。さらに、公園だけでは補いきれない地域では、公
園以外の資源も一緒に考えることで、小さな子どもから高齢者まで、多様な利用者のニーズに対
応した、みんなが楽しめる公園が求められています。 

これらのことを踏まえ、「公園もまちも一緒に考えて、みんながもっと楽しめる公園に！」を本
計画の基本目標として掲げます。 

 

  

  

公園もまちも一緒に考えて、みんながもっと楽しめる公園に！ 
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（２）基本方針 
基本目標の達成に向けた取組を進めるにあたり、以下の５つの基本方針を掲げます。 
 
 
 
 

基本方針 1 多機能化・拡充による公園の魅力アップ 

子どもがのびのびと遊べる公園、子育て世代も楽しめる公園、若者が様々なことにチャレン
ジできる公園など、新たな過ごし方や楽しみ方ができる魅力的な公園づくりのため、大きな公
園や中くらいの公園のリニューアル整備を実施します。また、まちづくりに関連する各種事業
などに併せて用地の確保が可能な場合は、新たな公園整備についても検討します。 

 
 
 

基本方針 2 
大・中・小それぞれの規模に応じて役割を見直し、 

機能を見直して使いやすい公園づくり 
大きな公園や中くらいの公園は、様々な利用者が訪れることを想定し、小さな公園では利用

が困難なイベントやボール遊びなどができるように、地域ごとの公園の立地状況や施設の特性
などを活かして機能の向上を図ります。 

小さな公園は、ひとつの公園に多様な施設や機能を詰め込まず、それぞれの公園で子どもの
遊びや高齢者の休憩などに機能を特化するとともに、複数の公園を一体的に捉えて役割を分担
することで、機能の再配置を図ります。また、利用状況や周辺環境などから今後の利活用が見
込めない公園は、用途転換※について検討します。 

ボール遊びができる広場など、公園だけでは確保が難しい機能は、公園と近接する公共公益
施設や地域施設と連携した機能の補完についても検討します。 

 
 

 
  

※用途転換について：利用状況や周辺環境の状況などを考慮し、公園としてこのまま維持して
いくよりも、他の用途として有効活用することを考えた方が良いと判断できる公園につい
ては、公園の廃止も含めて、公園以外の用途へ転換することを検討します。用途転換を行う
際には、対象となる公園の機能を他の公園や公園以外の公共公益施設などで補完すること
を検討します。 
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基本方針 3 
公園とまちの資源を一体的に捉え、 

歩いて巡りやすいネットワークルートづくり 
複数の公園、緑道や遊歩道、庁舎などの公共公益施設、自治会館などの地域施設であるまち

の資源を一体的に捉え、これらの施設に立ち寄って休憩しながらまちを歩いて巡ることができ
るネットワークルートづくりを図ります。 

 
 
 
 

基本方針 4 様々な人が使いやすいルールづくりやしくみづくり 

公園の限られたスペースを最大限に活用し、様々な立場の人がお互いに譲り合いながら気持
ちよく利用できるように、ボール遊びに関するルールづくりや、時間帯や複数の公園による使
い分けなどの公園利用のルールやしくみづくりについて、周辺の自治会や地域会議などの地域
活動団体と連携しながら地域の実情に応じて進めます。 

公園でやってみたいと思ったことを実現できるように、公園の利活用に関するしくみや、関
連団体との連携など協働により進めるためのしくみづくりを図ります。 

 
 
 

基本方針 5 安全・安心で地域をつなげる公園づくり 

広域避難地として指定されている弁天池公園、一時避難地として指定されている公園及び防
火水槽が設置されている公園などでは、防災面の機能の充実を図ります。 

接道部からの見通しの確保や２方向以上からのアクセスを確保することで、安全性の向上を
図りつつ、日常的に多世代交流やコミュニティ活動が行われることで、地域住民の見守りの中
で安心して子どもを遊ばせられるような公園づくりに取り組みます。 
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5 基本計画  

基本方針に基づく具体的な取組内容を基本計画として示します。基本計画では「（１）基本計画
の考え方」に基づき、各公園の計画方針などを示す「（２）地域ごとの基本計画」を定めるととも
に、地域を横断して考えるべき事項を「（３）市全域に関わる基本計画」として示します。 

 
（１）基本計画の考え方 

基本計画を検討するにあたっての基本的な考え方を示します。 
 
①各公園の計画方針の検討 

住宅地、商業地、工業地など同様の地域特性を有するエリアに存在する複数の公園やまちの
資源を一体的に捉え、エリアごとの地域特性に応じて公園の機能をバランスよく配置します。
各公園の方針は、公園の規模や特性、周辺環境を踏まえて、「多機能化・拡充」「機能の特化」
「用途転換」のいずれかを検討します。 

 

  

・大きな公園や中くらいの公園については、市全域からの利用に対応するため、各地域の拠点
として必要な機能を確保するとともに、再整備や利用のしくみづくりなどを工夫することで、
機能の多様化や特色ある公園づくりに努め、更なる魅力向上を図ります。 

・公園区域の拡張や新規整備による新たな機能の拡充を検討します。 
 

  

・小さな公園は、各公園の特性や周辺環境などに応じて機能の特化を図るとともに、複数の公
園で役割を分担することで、エリア内において公園の機能をバランスよく配置します。 

・機能を特化する公園は、「いこい型」（乳幼児の遊び場、大人や高齢者の休憩や健康づくりの
場）と「にぎわい型」（小学生以上の子どもたちの遊び、運動、イベントなど）のいずれかに
分類し、多様な利用者が年齢層や利用内容によって複数の公園を使い分けられるように機能
を配置します。なお、小さな公園の計画方針は、図 24 に示す手順に沿って決定します。 

 

  

・利用者がほとんど見られず、主要な生活動線上に位置していない小さな公園や、防犯面・防
災面などから安全性の課題があるなど、今後も利用が見込めない公園については、必要性を
見直し、公園の廃止も含む公園以外の用途への転換についても検討します。 

  

多機能化・拡充 

機能の特化 

用途転換 
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図 23 各公園の計画方針のイメージ  
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小さな公園については、利用実態調査で把握した利用者数や公園の周辺環境などをもとに「機
能の特化」または「用途転換」いずれかの方針に分類します。さらに、「機能の特化」を図る公
園については、公園の規模や利用状況（利用者層、利用内容など）、公園の立地状況、アクセス
性などを考慮し、「いこい型」または「にぎわい型」に分類します。この分類に応じて、特色あ
る公園づくりに向けて具体方策を実施します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1：利用実態調査結果から、１日当たりの利用者数が概ね 5 人未満の公園。 
※2：広場遊びに必要と考えられる最低限の広さ（概ね 100 ㎡以上）がある広場を他の公園利用とエリアを分けて

配置することが可能な公園。 

図 24 小さな公園の基本方針検討手順 

  

いこい型 

機能の特化 

にぎわい型 

防
災
空
地 

舗
装
の
広
場 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス 

（地
域
管
理
） 

用途転換 

機能を補完できる公園等の有無 

隣接環境やアクセスの状況 

・利用者なし/ほとんどいない※1 ・利用者が比較的多い（右記以外） 

利用者数 

小さな公園 

舗
装
化
・ベ
ン
チ
設
置 

幼
児
向
け
遊
具
の
設
置 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
利
用 

（花
壇
、
農
園
、
休
憩
等
） 

児
童
向
け
遊
具
の
設
置 

広
場
（ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
） 

イ
ベ
ン
ト
、
地
域
行
事 

具
体
方
策
例 

各
公
園
計
画
方
針 

各
公
園
の
現
状 

そ
の
他 



 

58 

②ボール遊びについて（小学校区単位での確保） 
市民ニーズでは、幼児の柔らかいボール遊び、小学生くらいまでのキャッチボールやドッジ

ボール、中高生以上の野球やサッカーなど、年齢層に応じたボール遊びのニーズがあることが
わかりました。 

中高生以上になれば校区外のボール遊びができる公園等へ行くことができますが、小学生以
下は日常的に遊びに出かける範囲が小学校区内に限られているため、ボール遊びができる場所
を小学校区ごとに確保することが求められています。 

しかし、本市の公園は面積が小さくスペースが限られていること、また、地域ごとに中くら
いの公園や大きな公園の配置に偏りがあることから、それぞれの小学校区で等しくボール遊び
ができる場所を公園のみで確保することは困難な状況です。 

このような地域では、小学校の校庭開放なども含めたボール遊びができる場所の確保につい
て検討する必要があります。 

表 4 子どもの年齢層によるボール遊びの考え方 

ボール遊びの 

条件 

子どもの年齢層 

幼児・親子連れ 小学生 中高生以上 

内容 

柔らかいボールでの遊び 
 
 

 

ドッジボール 
キャッチボール 
サッカーのパスまわし など 

 

野球やサッカーなど 
 
 

 

必要な 
スペース・ 

設備など 

他の公園利用と区分された
広場（概ね 100 ㎡程度） 

他の公園利用と区分された
広場（概ね 100 ㎡以上） 
フェンスなど 

グラウンドなど 

対象となる 
公園など 

小さな公園 中くらいの公園 
小さな公園（にぎわい型） 
小学校の校庭など 

中くらいの公園 
大きな公園 
市外の大きな公園など 

考え方 

他の公園利用者へ配慮しな
がら、原則としてどの公園で
も可能（「公園で遊ぶ時のお
やくそく」として周知） 

概ね小学校区ごとに確保 
地域ルールの検討が可能な
公園で確保 
公園での確保が難しい場合
は校庭開放なども検討 

大きな広場を有する公園（四
宮公園、北打越公園）で確保 
市外の大きな公園（淀川河川
公園、鶴見緑地、深北緑地）
への誘導 

中くらいの公園や小さな公園（にぎわい型）のボール遊びができる広場は、できるだけ小学生
が優先的に利用できるように、地域の実情に応じた利用ルールを検討 

  

※イメージ ※イメージ ※イメージ 
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③公園とまちの資源のネットワーク 
点在する小さな公園を立ち寄りやすくするとともに、公園やまちの資源を商店街や主要な生

活動線、歩きやすい緑道や歩道のある道路などで結び、散歩や買い物など日常生活の中で安心
して快適に歩いて巡ることができるネットワークづくりについて検討し、ルートマップや案内
情報などを充実します。併せて、駅周辺の商店街などを結ぶにぎわいのネットワークや、災害
時の避難路など防災面でのネットワークについても検討します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 25 公園とまちの資源のネットワークイメージ 

 
④利活用のルールやしくみづくり 

公園の柔軟な利活用を図り地域の財産である公園の価値を高めるため、公園の限られたスペ
ースを多様な利用者が譲り合うことや、時間帯や場所によってすみ分けたりするなど、地域の
ニーズを踏まえた公園ごとのルールを考えるしくみづくりや、新たな利用を促進するしくみづ
くりを検討します。 

 

広場の利用に関するしくみ 
・時間帯や場所によるすみ分けなどの地域ルールづくりを公園

ごとに行えるしくみ（プラットフォーム※、シンポジウムなど） 
・公園以外の施設（校庭等）を活用するしくみ 

地域利用のしくみ 
・地域による公園の管理運営（利用調整、地域行事の開催など） 
・コミュニティ花壇の世話、清掃活動（愛護会など） 

新たな利用を促進するしくみ 
・新たな利用に関する受け入れ体制 
・新たな利用に関する情報発信 

 ※プラットフォーム：市民、事業者、行政など多様な主体がそれぞれの立場から意見を出し合
い、目的の達成と課題の解決に向けて対等に話し合える協議・検討の場 
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（２）地域ごとの基本計画 
基本計画の考え方に基づいて検討した各公園の計画方針について、中学校区を単位とする６つ

の地域ごとの基本計画として示します。下表には、各公園の計画方針をまとめており、地域ごと
の基本計画図を次頁以降に示します。 

表 5 各公園の計画方針まとめ 

地域名 
公園名・公園数 

多機能化・拡充 機能の特化 用途転換 

第二中学校区 大橋町公園 
北島東町公園 

にぎわい型… 9 箇所 
いこい型 …9 箇所 

運動広場前緑地 
南野口町２号児童遊園 
舟田町児童遊園 
大池町西児童遊園 

合計 1,118.6 ㎡ 

第三中学校区 
柳町公園 
速見町公園 
一番柳田町北２号緑地公園 

にぎわい型…12 箇所 
いこい型 …11 箇所 

古川町２号児童遊園 
殿島町児童遊園 
 

合計 265.5 ㎡ 

第四中学校区 
下馬伏南公園 
千石東公園 
四宮３号公園 

にぎわい型… 6 箇所 
いこい型 … 10 
箇所 

島頭３号公園 
脇田町南広場 
脇田町中央公園 
江端町２号公園 

合計 472.7 ㎡ 

第五中学校区 

四宮公園 
弁天池公園 
岸和田１号公園 
四宮１号公園 
東江端町３号公園 
第二京阪高架下北公園 

にぎわい型…9 箇所 
いこい型 …11 箇所 

岸和田３号公園 
北岸和田３号公園 
城垣１号児童遊園 
 

合計 543.6 ㎡ 

第七中学校区 

東打越公園 
北打越公園 
下三ツ島公園 
門真南公園 
東田町公園 
門真南緑地 

にぎわい型… 4 箇所 
いこい型 … 8 箇所 

三ツ島東児童遊園 
 

合計 220.8 ㎡ 

門真はすはな 
中学校区 

茨田公園 
中町公園 
幸福町公園 
月出町中央公園 

にぎわい型…11 箇所 
いこい型 …21 箇所 

石原町公園 
常称寺児童公園 
小路町東児童遊園 
月出町東児童遊園 
幸福町中児童遊園 
石原町３号チビッコ広場 
古川橋駅前広場 

合計 2,658.6 ㎡ 

合計 24 箇所 にぎわい型…51 箇所 
いこい型 …70 箇所 

 
21 箇所 

 
合計 5,279.8 ㎡ 
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下図は、各地域の基本計画を市全域まとめて表示しています。小さな公園が多く存在する地域では、一体的に捉えるエリアを多く設定しています。一方で、小さな公園が少ないエリアでは、複数の公園を一体的に捉えて機
能を分担することが難しいことから、ひとつひとつの公園について、地域特性に応じて「にぎわい型」「いこい型」それぞれに機能の特化を図ります。 
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（３）市全域に関わる基本計画 
市全域や複数の地域で検討すべき事項について示します。 

 
①ボール遊びができる公園づくりに向けて 

小学生がドッジボールなどのボール遊びができる場所を小学校区ごとに確保するため、大き
な公園や中くらいの公園などにおける広場の確保を図るとともに、ボール遊びに関する利用ル
ールづくりや公園以外の広場・グラウンドとの連携などのしくみに関する具体方策について検
討します。これらの具体方策の検討については、今後、地域組織や関連部局と連携しながら進
めます。 

 

 
 

 

図 26 ボール遊びができる公園等の検討案  

＜検討する方策案＞ 
・公園の新規整備、区域拡張に伴う広場の確保 
・既存公園のリニューアル整備による広場の確保 
・広場の利用に関する地域ルールづくり 
・公園以外の広場やグラウンドとの連携（校庭開放、門真市立青少年運動広場など） 
・公共施設跡地等の暫定利用 
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②複数の地域をつなぐ市全域のネットワーク 
散歩や大規模なイベントの際には、地域を越えて多くの利用者が訪れます。また、グラウン

ドがある公園や、淀川河川公園や深北緑地、鶴見緑地など、市域外の大きな公園は中高生以上
のボール遊びの場として市全域から利用者が訪れます。 

そのため、中くらいの公園や大きな公園、公園以外の主要施設（鉄道駅、公共公益施設など）、
多くの市民が利用する商店街や商業施設などを結び、散歩や買い物など日常生活の中で安心し
て快適に歩いて巡ることができるネットワークづくりについて検討し、ルートマップや案内を
充実します。 

なお、利用実態調査や市民ワークショップなどから、多くの市民が利用している淀川河川公
園、深北緑地、鶴見緑地などの市外の大きな公園についても案内を充実します。 
 

 

図 27 複数の地域に渡る市全域のネットワーク  
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6 具体方策  

公園の基本計画に基づき、それぞれの公園で実施する取組について示します。また、その中で
も先導的に取り組むものをパイロットプランとして示します。さらに、維持管理に関する基本的
な考え方についても示します。 

 
（１）具体方策 

各公園で取り組む具体方策の一覧を表 6 に示します。具体方策は、それぞれの公園の基本方針
に基づき、特徴や地域特性に応じて個別に検討し、必要に応じて地域組織とも調整しながら実施
します。 

表 6 具体方策の体系表 

具体方策 取組内容 
具体方策①： 
公園の整備 

①－1 既存公園のリニューアル整備（大きな公園、中くらいの公園） 
・弁天池公園、四宮公園のリニューアル整備 
・中くらいの公園のリニューアル整備（施設や植栽の整理、広場

の確保、特色ある公園づくりなど） 
①－2 関連事業などに伴う新たな公園等の整備 
・門真市庁舎エリア整備に伴う中町公園の未整備部分の整備 
・土地区画整理事業に伴う北島東町公園の拡張整備 
・小中学校の再編統合に伴う新たな公園整備 
・公共施設跡地などを活用した新たな公園整備 
・その他関連事業に伴う新たな公園整備 
①－3 植栽による緑陰の確保、良好な植栽景観の形成 
・公園の新設、リニューアル整備における植栽の充実・改善 

具体方策②： 
機能の特化・分担 

②－1 児童の遊びに特化した公園づくり【にぎわい型】 
・遊具の更新、特徴的な遊具の設置、集約、広場の確保など、児童

の遊び場に機能の特化 
②－2 にぎわいを生み出す公園づくり【にぎわい型】 
・舗装広場化、景観改善、イベントに対応した設備などの導入な

ど、まちなかのにぎわいの場に機能の特化 
②－3 立ち寄りやすい公園づくり【いこい型】 
・休憩施設の配置を立ち寄りやすい場所への見直し、開けた出入

口への改修、花壇の設置など、休憩や健康づくりの機能の特化 
②－4 親子連れで遊びやすい公園づくり【いこい型】 
・幼児向け遊具の設置、休憩所など親子で過ごしやすい環境整備

など、幼児の遊び機能の特化 
②－5 公園の機能の集約・分担 
・機能の特化とあわせて、複数の公園で機能を集約・分担、使い分

けできるような機能の配置 
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具体方策 取組内容 
具体方策③： 
用途転換 

③－1 公園の廃止 
・利用が見込めない公園を廃止し、他の用途としての活用もしく

は売却などを検討するとともに、他の公園やオープンスペース
を確保して機能を補完 

③－2 機能の廃止・用途転換 
・公園として維持しながら、植栽や遊具などの施設を撤去し、維

持管理の効率化を図るとともに、舗装広場として有効活用 
具体方策④： 
ネットワーク形成 

④－１立ち寄りやすい公園づくり【再掲】 
・休憩施設の配置を立ち寄りやすい場所への見直し、開けた出入

口への改修、花壇の設置など、休憩機能の特化 
④－2 ネットワークルートの設定 
・公園をつなぐ緑道、歩道のある道路、遊歩道などへの看板の設

置やネットワークルートの設定、マップづくり 
④－3 公園までの避難経路となる防災ネットワークの形成 
・地域防災計画に基づく指定継続 
④－4 広域的な緑のネットワークの形成 
・鶴見緑地、深北緑地、淀川河川公園など近隣市の大きな公園へ

の案内の充実、使い分けに関する情報発信 
具体方策⑤： 
公園の利活用促進 

⑤－1 子育て世代や若者向けのイベント等の実施 
・移動販売車、近隣店舗等と連携したマルシェ、音楽やアートイ

ベントなどの実施 
⑤－2 他部局連携による公園の利活用の促進 
・子育て、健康づくり、文化、教育、生涯学習など、他部局の事業

を展開する場として公園の利活用を促進（移動図書館、保育園・
幼稚園利用、生涯学習活動など） 

・イベント等の情報発信の一本化 
⑤－3 工業地における公園の利活用の促進 
・従業員向けに使いやすい工夫（昼休憩利用、福利厚生としての

レクリエーション利用など） 
具体方策⑥： 
利用ルール・しくみづくり 

⑥－1 広場の使い分けに関する地域ルールの検討 
・場所、時間帯、内容に関する地域ルールづくり 
・中高生のボール遊びに関する情報発信（大きな公園、市外の公

園への誘導） 
⑥－2 ボール遊びに関するルールやマナーの啓発 
・禁止ではなくできることの周知、看板、ボール遊びができる公

園マップ作成など 
⑥－3 学校等と連携したボール遊びができる場所の確保 
・校庭開放について市の関連部局や地域と連携して検討 
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具体方策 取組内容 
具体方策⑦： 
多様な主体との協働による公
園づくりの継続 

⑦－1「かどまパークミーティング」の継続実施 
・公園整備やしくみづくりに関する市民ワークショップの開催な

ど、協働による公園づくりの継続 
・パークイノベーション計画に基づく取組についてホームページ

等による情報の発信・共有 
⑦－2 地域による管理運営の推進 
・地域での利用状況に合わせて、地域で管理運営できるしくみづ

くり 
・愛護会など地域管理を支援する制度の継続 
⑦－3 新たな管理運営手法の検討 
・指定管理者制度の活用、P-PFI 制度の導入検討 
 

具体方策⑧： 
安全・安心して利用できる公園
づくり 

⑧－1 密集市街地におけるオープンスペースとしての機能の確保 
・防災空地や災害時の避難場所などとしての確保 
・２か所以上の出入り口の確保 
⑧－2 地域防災力を高める機能の充実 
・地域の防災訓練等の場としての利活用の促進 
 
⑧－3 門真市公園施設長寿命化計画に基づく遊具等の更新 
・老朽化した遊具をはじめとした公園施設の更新 
・特色ある遊具の導入検討 
⑧－4 樹木等の適切な維持管理・良好な植栽景観の形成 
・見通しの確保、死角などの解消 
・良好な植栽景観の維持・改善 
・清潔感のある公園 
⑧－5 地域コミュニティを育む公園づくり 
・地域施設との連携、コミュニティ花壇、地域管理の検討などに

より、地域の見守りにつながる公園づくり 
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（２）パイロットプラン 
具体方策のうち、先導的に取り組むものをパイロットプランとして示します。これらについて

は、実施できるものから情報発信を図りつつ、順次進めるとともに、その過程や結果を踏まえて
他の公園での実施につなげます。 

 
パイロットプラン１：弁天池公園の魅力向上に向けたリニューアル整備 第五中学校区 
内 容： 
 

弁天池公園の多様な環境を活かして、新たな利用の展開に向けたリニューアル整
備を実施します。また、指定管理者と連携した更なる利活用の促進を図ります。 

公園名： 弁天池公園 
時 期： 
       

短期～中期：リニューアル開園に向けた設計（市民ワークショップ等の実施） 
中期：リニューアル整備を順次実施 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、指定管理者、学校、地域会議、その他各イベント関連団体等 
市民文化部（地域政策課）、こども部（こども政策課）、教育部等 

関連する 
具体方策 

①－1 既存公園のリニューアル整備（大きな公園、中くらいの公園） 
⑦－1「かどまパークミーティング」の継続実施 
⑦－3 新たな管理運営手法の検討 

 
パイロットプラン２：四宮公園の魅力向上に向けたリニューアル整備 第五中学校区 
内 容： 
 

四宮公園の新たな利用の展開に向けたリニューアル整備を実施します。 

公園名： 四宮公園 
時 期： 
       

短期～中期：リニューアル開園に向けた設計（市民ワークショップ等の実施） 
中期：リニューアル整備を順次実施 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、学校、地域会議、スポーツ関連団体等 
市民文化部（地域政策課、生涯学習課）、教育部等 

関連する 
具体方策 

①－1 既存公園のリニューアル整備（大きな公園、中くらいの公園） 
⑦－1「かどまパークミーティング」の継続実施 
⑦－3 新たな管理運営手法の検討 

 
パイロットプラン３：立ち寄りやすい公園づくり 門真はすはな、第七中学校区 
内 容： 
 

主要な生活動線上にある小さな公園について、散歩や買い物の途中などで気軽に
立ち寄れるように施設配置を見直します。 

公園名： 石原町 2 号チビッコ広場、松本公園など「いこい型」の公園など 
時 期： 
       

中期：施設配置の見直し案の作成 
中期：施設改修の実施 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、地域会議等 
市民文化部（地域政策課）等 

関連する 
具体方策 

②－3 立ち寄りやすい公園づくり【いこい型】 
②－5 公園の機能の集約・分担 
⑦－2 地域による管理運営の推進 
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パイロットプラン４：小さな公園をはじめとする用途転換 門真はすはな中学校区 
内 容： 
 

主要生活道路に接する小さな公園について、境界柵や塀、見通しを悪くしている
樹木等を撤去し、ベンチや四阿などを整備することにより、立ち寄りやすい公園
づくりを実施します。また、代替の公園用地を確保したうえで、利用が見込めな
い都市計画公園を廃止し、用途転換などを検討します。 

公園名： 石原町３号チビッコ広場、石原町公園（都市計画公園）など「用途転換」の公園 
時 期：   中期：リニューアル開園に向けた設計、工事 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、地域会議等 
市民文化部（地域政策課）、まちづくり部（都市政策課）等 

関連する 
具体方策 

③－1 公園の廃止 
③－2 機能の廃止・用途転換 

 
パイロットプラン５：駅周辺の公園を活用した賑わいイベントの実施 第三中学校区 
内 容： 
 

駅周辺の公園において、移動販売車やマルシェ、音楽やアートイベントのなど、
まちの賑わいを創出するイベントを実施します。また、実施結果を検証し、より
活用しやすい公園としていくためのリニューアルなどについて検討します。 

公園名： サン・ジョゼ広場等の「にぎわい型」の公園など 
時 期：   中期：イベント実施、リニューアル検討 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、地元企業・店舗、地域会議、市民団体等 
市民文化部（地域政策課、産業振興課、生涯学習課）、まちづくり部（都市政策課）等 

関連する 
具体方策 

②－2 にぎわいを生み出す公園づくり【にぎわい型】 
⑤－1 子育て世代や若者向けのイベント等の実施 
⑤－2 他部局連携による公園の利活用の促進 

 
パイロットプラン６：地域で使いやすい公園のしくみづくり 第四中学校区 
内 容： 
 

広場の使い分けや利用ルールづくりなど、地域管理について地域とともに検討し、
地域による公園の管理運営を推進します。 

公園名： 下馬伏南公園、千石東公園など 
時 期：   中期：地域管理について地域との協議、ワークショップ等の実施 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、地域会議 
市民文化部（地域政策課）等 

関連する 
具体方策 

⑥－1 広場の使い分けに関する地域ルールの検討 
⑦－1「かどまパークミーティング」の継続実施 
⑦－2 地域による管理運営の推進 
⑧－5 地域コミュニティを育む公園づくり 
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パイロットプラン７：ボール遊びに関する地域ルールづくり 全市域 
内 容： 
 

ボール遊びができる場所の確保について、地域や学校関係者等と話し合いを行い、
公園利用の地域ルールづくりや公園以外の場所との連携について検討します。 

公園名： 各地域の中くらいの公園など 
時 期：   中期：地域会議などを通じた話し合いなど 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、学校、地域会議等 
市民文化部（地域政策課、生涯学習課）、教育部等 

関連する 
具体方策 

⑥－1 広場の使い分けに関する地域ルールの検討 
⑥－2 ボール遊びに関するルールやマナーの啓発 
⑥－3 学校等と連携したボール遊びができる場所の確保 
⑦－2 地域による管理運営の推進 

 
パイロットプラン８：多世代交流型地域イベントの実施 第二、第五中学校区 
内 容： 
 

地域施設が隣接する公園など、地域にとって親しみのある公園を活用して、多世
代交流型のイベント（高齢者向けの歩こう会と子ども向けの昔遊びを組み合わせ
たイベントなど）を、地域と連携して企画実施します。 

公園名： 地域高齢者交流サロン前公園など 
時 期：   中期：地域との話し合い、イベント実施 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、地域会議、市民団体等 
市民文化部（地域政策課）、こども部（保育幼稚園課）、保健福祉部等 

関連する 
具体方策 

⑦－2 地域による管理運営の推進 
⑧－5 地域コミュニティを育む公園づくり 

 
パイロットプラン９：公共施設跡地での公園整備 門真はすはな中学校区 
内 容： 
 

各種公共施設の再編統合の際に生じる公共施設跡地を活用し、新たな公園整備を
図ります。また、用途転換を図る公園の機能の補完も検討します。 

公園名： （仮称）浜町みらい公園 
時 期：   短期：開園に向けた設計（市民ワークショップ等の実施） 

中期：整備を順次実施 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、地域会議等 
市民文化部（地域政策課）等 

関連する 
具体方策 

①－2 関連事業などに伴う新たな公園等の整備 
③－1 公園の廃止 
⑦－1「かどまパークミーティング」の継続実施 

 

  



 

76 

 
 
 

パイロットプラン 10：歩いて巡るネットワークづくり 全市域 
内 容： 
 

まちなかウォーカブル推進事業やおおさか健活アスマイルなどの関連事業と連携
しながら、健康づくりにつながる歩きやすいコース設定を行うとともに、出発・
到着地点となる公園やコース沿いに位置する「いこい型」の公園などについて、
散歩等の際に立ち寄りやすいように休憩機能の充実などを図ります。 

公園名： 幸福町公園、野里町南広場、千石東町公園、弁天池公園など 
時 期：   短期：コースの設定 

中期：コース沿いの公園における休憩機能の充実に向けた工事 

関 係 団 体： 
部局連携先： 

市、地域会議等 
保健福祉部、まちづくり部（都市政策課、地域整備課）等 

関連する 
具体方策 

④－１立ち寄りやすい公園づくり 
④－2 ネットワークルートの設定 
⑤－2 他部局連携による公園の利活用の促進 
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7 計画の見直しについて  

本計画では目標年度は特に設けませんが、上位・関連計画である「門真市第６次総合計画」「門
真市都市計画マスタープラン」「門真市みどりの基本計画」の改定が予定されている概ね 10 年後
以降を目途に計画に基づく取組の進捗状況や本市の公園を取り巻く社会情勢の変化やまちづくり
の状況も踏まえ、改定時期や内容、計画のあり方を検討します。 

 

 

図 28 本計画の見直しについて 
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おわりに  

本計画の策定は、基礎調査結果に基づいた客観的な評価と、市民ワークショップや社会実験などの実施を通じて把握した市民の皆さんの実感に基づく評価、この２つの視点で内容の充実を図りながら進めてきました。 
また、市民ワークショップや社会実験がきっかけとなり、市民の皆さんや指定管理者が主体となったプロジェクトの実施に繋がるなど、門真市パークイノベーションの展開が計画づくりと同時に起こってきました。 
それらの各取組の関係性や、計画への反映ポイントを下図に整理しました。本計画とその策定過程における実践経験を活かしながら、市民の皆さんとともに門真市パークイノベーションをさらに展開していきます。 
 



 

 

参考資料 1 門真市パークイノベーション計画審議会 開催概要 

１．目的 
「門真市パークイノベーション計画」の策定にあたり、専門的な知見をもとに、再整備・再配

置計画の基本的な考え方やモデル公園における取り組み内容、社会実験を踏まえた計画の充実を
図る。 

 
２．委員構成 

学識経験者 加我 宏之 
大阪公立大学大学院農学研究科緑地環境科学専攻・教授 

学識経験者 佐久間 康富 
和歌山大学システム工学部准教授 

関係行政機関の職員 松本 直己 
大阪府枚方土木事務所 都市みどり課長 

本市の職員 艮 義浩 
門真市まちづくり部長 

 
３．各回スケジュール及び議事 

開催スケジュール 議事（案） 

第１回（R3.5.10） 計画策定の目的及び策定スケジュールについて 
門真市の公園の現状と課題について 
市民ワークショップの開催について 
市民アンケートの実施について 
社会実験の実施について 

第２回（R3.10.28） 計画策定作業の進捗状況と今後について 
公園とみどりの現状カルテについて 
市民ワークショップの進捗状況と今後の進め方について 
門真市パークイノベーション計画策定に向けた今後について 

第３回（R4.3.30） 計画策定作業の進捗状況と今後の予定について 
市民ワークショップの実施報告 
骨子案について 
社会実験の実施状況 

第４回（R4.7.27） 計画策定作業の進捗状況と今後の予定について 
門真市パークイノベーション計画素案について 
パブリックコメントの実施について 

第５回（R5.2.1） 計画の答申 
今後の展開についての意見交換 



 

 

参考資料 2 計画策定にご協力いただいた方々 

本計画の策定にあたっては、市民ワークショップへご参加いただきました市民の皆さんをはじ
め、多くの方々にご参画いただきました。ここに、ご協力いただいた方々を記すとともに、この
場を借りまして、心より感謝申し上げます。 

 
【ご協力いただいた方々（敬称略）】 

 
�かどまパークミーティング（市民ワークショップ） 

・ご参加いただいた市民の皆さん 
・追手門学院大学の学生の皆さん 
・兵庫県立大学淡路景観園芸学校の学生の皆さん 
・特定非営利活動法人志塾フリースクールの皆さん 
 

�社会実験：東小学校５年２組総合学習「出前授業」 
・門真市立東小学校５年２組の児童の皆さん、先生方 
 

�社会実験：公民連携子どもの居場所子どもＬＯＢＢＹキャリア教育イベント 

「きみも公園デザイナー！オリジナル公園模型づくり」 

・ご参加いただいた市民の皆さん 
・公民連携子どもの居場所子どもＬＯＢＢＹ 
 

�社会実験：かどまパークキッズチャレンジ～子ども園長になって公園をプロデュースしよう～ 
・子ども園長の皆さん、保護者の皆さん 
・大阪国際大学の学生の皆さん 
・大阪樟蔭女子大学の学生の皆さん 
・和歌山大学の学生の皆さん 
・門真市園芸緑化協会 
・門真市シルバー人材センター（弁天池公園指定管理者） 
・株式会社イーエーエスジャパン 
・株式会社ジャクエツ 
・つちのこ絵画陶芸教室 
・日本ボーイスカウト大阪連盟門真第１団 
 

�調査・計画策定 

・市民アンケート、こどもアンケートにご協力いただいた市民の皆さん  
・パブコメワークショップにご参加いただいた市民の皆さん 
 


	A4_圧縮
	18-25
	56-62

